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１２－３－３－２．2 つの曲線に挟まれた部分の面積

 xfy  のグラフと  xgy  のグラフとに挟まれた部分の面積について、次のことがいえる。

a、bは ba  を満たす実数とする。また、関数  xf 、

 xg は、 bxa  の範囲で    xgxf  を満たすとす

る。このとき、  xfy  のグラフ、  xgy  のグラフ、

直線 ax  、直線 bx  で囲まれた部分の面積を Sとす

ると

     
b

a
dxxgxfS

（証明）

まず、   0xf かつ   0xg の場合を考える。

 xfy  のグラフ、直線 ax  、直線 bx  、x軸
で囲まれる部分の面積をT 、  xgy  のグラフ、

直線 ax  、直線 bx  、 x軸で囲まれる部分の面

積をU とする。

UTS 
であり、

 
b

a
dxxfT 、  

b

a
dxxgU

であるから
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次に、より一般の場合、すなわち「   0xf か

つ   0xg 」が必ずしも成り立たない場合につい

て考える。

kを十分大きく（具体的には  xg の最小値をm
とするとき、 m より大きく）とると

    0 kxgkxf
が 成 り 立 つ 。 直 線 ax  、 直 線 bx  、

  kxfy  のグラフ、   kxgy  のグラフと

で囲まれる部分の面積をV とすると
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VS 
であり、

            
b

a
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a
dxxgxfdxkxgkxfV

よって

     
b

a
dxxgxfS

以上より、すべての場合について

     
b

a
dxxgxfS

（例）

  32  xxf 、   122  xxxg とする。直

線 0x 、 1x 、  xfy  、  xgy  で囲まれ

る部分の面積 S を求めよう。 10  x では

   xgxf  であるから
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